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ア ジア系留学生 の 専門的ヘ ル パ ー
， 役割的ヘ ル パ ー

，

ボラ ンテ ィ アヘ ル パ ー に対する被援助志向性と社会 ・ 心理学的変数の関連3

水 　野　治　久
1

石　隈　利　紀
2

　ア ジ ア系留学生の専門的ヘ ル パ ー
， 役割的 ヘ ル パ ー，ボ ラ ン テ ィ ア ヘ ル パ ーに対す る被援助志向性 に

関連す る社会 ・心理学的変数 を抽 出す る た めに ， 質問紙調査が実施さ れ た 。 国立大学 に在籍す る韓国，

中国 ， 台湾 の ア ジア 系在日留学生 を対象に調査を行 い ， 257票の質問紙が 回収された。専門的 ヘ ル パ ー
と

して留学生担当教官 ， 役割的ヘ ル パ ーと し て 日本語教師，指導教官，ボ ラ ン テ ィ ア ヘ ル パ ーと し て 同国

人 留学 生 ，日本人学 生 が 設定 さ れ，学習 ・研究 ， 健康 ， 対人 関係 ， 住居 ・経済 ， 情緒領域の被援助志向

性が 尋ね られた。分析 の 結果 ， 同国人留学生 の
一

部の領域 を除 き，被援助志向性 と呼応性へ の 心配，サ

ポ
ー

トの 量 と の 関連が認め ら れ た 。 また い くつ か の ヘ ル パ ー
で は，性差 や 自尊感情 ， 日本語能力等 との

関連が認め ら れ た 。 自尊感情で は ， 被援助志向性 と正 の 関連が認 められた 。 こ の ような結果か ら，
ヘ ル

パ ーや領域に よ っ て は，性差や自尊感情な どを考慮す る必要が あるが ， サ ポートを積極的 に 供給す る こ

と
， 呼応性 へ の 心配 を低 くす る介入 で ， 被援助志向性 を高め られ る 可能性 が 示唆 された。

　キーワード ：被援助志向性 ，
ヘ ル パ ー

， 留学生 ，
ヘ ル パ ー

の 呼応性 へ の 心配，自尊感情

　留学生受 け入 れ に 伴 い ，国立大学 を中心 に 留学生 を

担 当す る教 官が 配置さ れ ， 留学生相談室な ど で相談 ・

援助活動が実施さ れ て い る 。 しか し な が ら，留学生相

談室へ の 来談状況 を 調査 し た 松原 ・石隈 （1993） は
， 人

間関係や文化 の問題 を相談する留学生が少な か っ た こ

とか ら ， 留学生 は心理的な問題 を 日本人 カ ウ ン セ ラー

や ア ドバ イ ザーに相談す る こ と に 抵抗が あ る か も知れ

な い と指摘 し て い る 。

　留学生 が誰 に 援助 を求 め る か と い う問題 は 「被援助

志向性」と呼ばれ て い る 。 被援助志向性 は米 国を中心

に 1970年代か ら様々 な人々 を対象 に 調査が積み 上 げら

れ，現在 ま で に   デモ グ ラ フ ィ ッ ク 要因 ，   ネ ッ トワ ー

ク変数 ，   パ ーソ ナ リテ ィ 変数 ，   個人 の問題の深刻

さ ， 症状 と の関連が指摘さ れ て い る （水野 ・石 隈，19991。

　まず，   デモ グラ フ ィ ッ ク要因 に つ い て は ， 男性よ

りも女性の方が 高い 被援助志向性 を示 す こ と （Fischer

＆ Farina，1995；Rickwoed ＆ Braithwaite，ユ994），　若者と高

齢者の被援助志向性が低 く 〔Leafeta ！．，ユ987）， 高い 学歴

や収入 が被援助志向性 と正 の 関連を示 す こ と （Tijhuis

etal ．199e｝が明 らか に な っ て い る 。 次 に ，   ネ ッ ト ワー

ク変数 に お い て は，家族 か らの サポート得点 の 低 い 人
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（Goodman 　et　aL ，1984）や 事前に 心 理 学 の 専門家か ら の 援

助経験の あ る 人 （Halgin　et　a｛．，　L987） が 高 い 被援助 志向

性 を示す こ とが 明 らか に な っ て い る。更 に ，   パ ーソ

ナ リテ ィ 変数で は 自尊感情の低 さ （Gross　et　al、，1979＞ や

メ ン タ ル ヘ ル ス サ ービ ス に 自己開示 する人 （Tijhuis　 et

al．，1990） は援助を求め や す い と い う指摘 が あ る。最後

に ，  個人 の 問題 の 深刻 さ ， 症状 も， 被援助志向性 と

正 の関連が あ る （Phlllips ＆ Murre11 ，199．　4 ；Rickwood ＆

Braithwaite，1994）o

　 こ の ような変数 の他に ， 援助に対す る意識 を 「治療

不安 （treatment 　fcarfulness）」と い う観点か ら捉え， こ の

不安 の高い 人 は治療を 回避す る傾向 が ある こ とを指摘

した 研究が あ る。治療不安 に は，  セ ラ ピ ス トとの関

係や セ ラ ピ ス トの 能力に関連す る 「セ ラ ピ ス トの呼応

性 （ther
・
apisLresp ・ nsiveness ）」，   カ ウ ン セ リン グを受 け

る こ とで ， 自分や他者か ら ど の よ うに 見 ら れ る か を心

配す る 「イ メ ージ へ の 心配 （image　 concerns ）1 （Pipes　et

aL ，正9．・95），  治療 の 中 で ク ライ エ ン トの 意志 に 反 し て考

えさせ られた り ， 発言 さ せ ら れ る こ とへ の 不安 で あ る

「強要 へ の 心 配 （coercion 　concerns ）」（Kushner ＆ Sher，

1989），   治療を受 けて い る こ とで 職場 の 上司，友 人，

家族 か ら汚名 を 着 せ られ る こ とへ の 不 安 で あ る 「汚名

へ の 心配 〔stigma 　 concerns ）」 （Deane ＆ Chamberlai11，1994）

の 4 つ の 因子が見出 さ れ て い る。そ れ ぞ れ の 研究者に

よ り， 治療回避群の 治療不安得点が 高い こ とが 明 らか

に さ れ て い る 。
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　水野 ・石隈 （2000） は
， ア ジ ア 系留学生 を対象 に

， 専

門 的ヘ ル パ ー
に対 する被援助志向性に 影響 を与 える変

数を調べ た 。 そ の 結果 ， 各領域で 若干 の 違 い は あ っ た

もの の ，
ヘ ル パ ー

の 呼応性に対す る心配 と被援助志向

性 は負 の 関連，ソ
ー

シ ャ ル サ ポー
トと被援助志 向性 は

正 の関連が認め られ た 。
こ の研究に お い て は留学生担

当教官に焦点をあて て検討 した が ， 留学生 の援助シ ス

テ ム を検討す る上 で は，指導教官や 日本語教師，同国

人 留学生 ， 日本人学生 か らの援助 も視野に入 れ る必要

が あ る 。

　ま た，社会心 理 学 の 援助要請 の 研究 で は
， 主 に 実験

研究 か ら， 援助要請 と自尊感情 との 関連が指摘 され て

い る （西川，1998）。 Nadler （1998）は ， 援助要請 に関す る

研究を レ ビ ュ
ーし ， 自尊心脅威モ デル の 媒介変数と し

て被援助者 の 自尊感情 が 指摘 さ れ て い る と し て い る。

こ れ に は ，   自尊感情 の 低 い 人 は援助を求め る こ とで ，

更に傷 つ く こ と を恐れ て援助を求め な い と す る 「傷 つ

き や す さ仮説」，  白尊感情 の 高い 人が，他者 に 援助を

求 め る こ とは ， 現在 の 自己が持 っ て い る高い 自己認知

との
一

貫性が な くな るの で ， 援助を求 めない とす る 「認

知的
一

貫性仮説」 の 2 つ の 仮説が あ る 。

　 こ の よ うな こ とか ら，本研究は，水野 ・石隈 （200e）

の 研究成果 を更 に発展 さ せ
，   留学生 を取 り巻 く様々

な ヘ ル パ ーに対す る被援助志向性に関連の ある変数を

抽出す る こ と，  自尊感情 と被援助志向性の 関連 を検

討 す る こ と を目的 とす る 。

　 こ れ に より， 留学生 を取 り巻 く様々 なヘ ル パ ーに対

す る被援助志向性 に 関連す る変数が抽出で き，留学生

が ス ム
ーズ に ヘ ル パ ー

か ら援助 を受 け られ るよう に す

る に はどうすれば良い の か とい う実践的 な意義 ， また ，

広義の 援助行動に つ い て 主 に実験的な ア プ ロ ーチ か ら

研 究して い る社会心理学 の 研究成果 （Nadler，1998；西川，

1998）との 統合 の 試 み と い う理論的な意義が ある。

方 法

郵送 や留学生個人用 メ
ー

ル ボ ッ ク ス を利用 し配布さ れ ，

所 属学部 ， 研究科全員 に 行 き渡 るよう に した。29慓 を

回収 し ， 記入 漏れ が あ る 34票は無効票 と し ， 最終的に

257票 を有効回答 と した 。 有効回答率は 60．8％で ある 。

質問紙 は 日本語 で 作成 され，韓国 語 と中国語 に 翻訳 さ

れ た 。 翻訳の適切さ はバ ッ ク トラ ン ス レ ーシ ョ ン に よ

り確か め ら れ た 。 対象者の 属性 は TABLE 　1の と お りで

ある。

TABLE 　1　 対象者 の デ モ グラ フ ィ ッ ク要因

性別

平均年齢

出身 国

大学 で の 所属

滞在期 間

日本語 能力

結婚 の 有無

未婚 か 既婚 で も配 偶者 と同居 して い ない 人

既婚 で か つ 配偶 者 と 同居

男性 141名 （54．9％）　女 『ll　ll6名（45 ．1％）

28．335歳 （標 準で扁差 　　5．438）
韓 国 55名 （21，4％）　 中 国 165名 （64，2％）

台湾 37名 （14．4％）

学 部 82名 （31．9％）　 大学院研究生 47名 （18．3％）

大 学院修 十 課程 76名 （29 ．6％）

大 学院博 土 課程 52名 （ZO．2％）

1年未満 39名 （15，2％）
1 年以上 2 年未満 43名 （16．7％）
2 年以、E3 年未満 49名 （19．1％）

3年以上 4 年未満 31名 （12．エ％）
4 年以上 5年未満 24名（9．3％）

5年以上 6年未満 24名（9．3％）

6年以．lt　7年未満 15名（5，8％）
7年以 上 32名（12，5％）

初 級 　4名 （1，6％） 初級 の 上 　28名 （10．9％）

中 級 23名 〔8．9％ ）　 中級 の 上 130名 （50．6％ ）

上 級 72名 〔2S．O％ 〉

未 婚 17e名 （66．1％） 既婚 87名 （33．9％）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IBti名 （73．2％）

　 　 　 　 　 69名 （26．8％）

L 　調査対象

　調査対象 は関東 甲信越地区 ， 東海地 区．中国地区 の

国立大学の 社会科学系学部に 在籍す る， 中国 ， 台湾 ，

韓国の留学生 423名で あ っ た 。 調査対象の 留学生 を中

国， 台湾 ， 韓国の 3 力 国に限定した の は ， 我が国に お

け る留学生 の 74％程度 （文部省学術 国際局 留学生課，1999）が

こ の 3 力 国 か らの 留学生 で あ り，こ の 3 力 国 の留学生

を検討す る こ とで ， 留学生援助 の 基礎 資料 を蓄積 で き

る と考 えた か らで あ る。

　調査期間は 1999年 10月ユ2日〜12月 1  日で ， 質 問紙 は

2． 測度

1） 被援助 志向性

　被援助志 向性は ， 水野 ・石隈 （200e） に な らい 「留学

生が 援助を ど の 程度求め る か とい う認知的枠組み」 と

定義した。

　ヘ ル パ ーは ， 石隈 （1996）の 分類 を留学生 を取 り巻 く

ヘ ル パ ーに あて は め ，   援助サ ービ ス を 日常の仕事の

中心 と し て い る 「専門的ヘ ル パ ー」と し て ， 「留学生担

当教官 （留学生 セ ン タ
ー生活指 導部門教 宮 ・留 学生専 門教 育教

官 ）」，   役割の ひ と つ あ る い は
一

側面 と し て 援助サ
ー

ビ ス を行 う 「役割 的 ヘ ル パ ー」 とし て ， 「口本 語 教

師」，「指導教官」，   職業や 家族 と い う役割 と関係な く

援助 的機能を持つ 「ボ ラ ン テ ィ アヘ ル パ ー
」 と して，

「同国人留学生」， 「日本人学生」を設定 した。設定 した

サ ポート領域で 問題 が認め られた場合 ， 各ヘ ル パ ーに

援助 を求 め る か どうか を 5件法 （1全 くあ て は ま ら な い ＜ 1

点 〉 〜5．非常 に よ くあて は ま る く 5 点 〉 ）で 尋ね た 。

　サ ポー
ト領域に つ い て は浦 （1999）を参考に ， 道具的

サ ポ ー
トと社会情緒的サ ポ ー

トの 2 つ の 種類 を設定 し

た。本研究 で は，道具 的サ ポー
ト領域と し て ，学習 ・

研究，健康，対人関係 ，住居 ・経済 を，社会情緒的サ
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ポー ト領域 と し て情緒を設定し た 。

　な お ，各領域 の サ ポ ー
トの 内容を特定す る ため に 領

域毎 に 問題状況 を示 し質問 した （TABLE 　2参 照 ）
。

TABLE　2　各領 域 の被援助 志 向性及 び ソーシ ャ ル サ

　　　　ポ ー
トの問題状況

サポートの種類 領域 設定された問題状況

学習・研究 履修の方法や勉強の内容， 言葉の意味が理

解できず，それを説明してほしい とき 〔説

明してくれるようなサポート）

道具的サポート 健康 身体の調子が悪い ときに，良い病院を紹介

して くれたり，病気の知識や日本の医療の

仕紐みにつ い て教えてほしい とき　（教えて

くれるようなサポート）

対人関係 日本人〔指導教官， 日本人学生｝との付き合
い 方の方法やコ ツを教えてほしい とき　〔教

えて くれ る ようなサ ボート）

住居・経済 留学生に対する奨学金，住居，アルバ イ ト

の 清報を教えてほ しい とき　〔教えて くれる

ようなサポ
ー

ト）

社会情緒的サポート 情緒 留学生活が うまくいか ず落ち込んで元気が

ない ときに，話 を聞い て，精紳的に支えて

ほ しい とき〔支えてくれるようなサポート〕

注）　（ ）内は ソ
ー

シ ャ ル サ ポ
ー

トを尋 ね た と き の質 問文

2）　 ソ
ー

シ ャ ル サ ポ
ー

ト

　各 ヘ ル パ ー
か ら過去 1年以 内 に ， もらっ た サ ポート

を尋 ね た 。サ ポートは 5件法 （L 全 くも ら い ませ ん で した

く 1点 〉 〜5．非常に た くさ ん もらい ま した く5点 〉 ） で 尋 ねた。

　各領域の サ ポー
トの 内容 を特定す る た め に領域毎 に

問題状況 を示 し質問し た 。
こ の問題状況は TABLE 　2 の

被援助志向性 と同じ内容を設定 し，問題文に つ い て は，

ソー
シ ャ ル サ ポートを表す よ う に 変更 を加 えた

。 変更

を加 えた問題文 は TABLE　2 の 設定 さ れ た問題状況 の

括弧内に 示 した とお りで あ る 。

3） 援助不安

　留学生担当教官 ， 日本語教 師 ， 指導教官 ， 同国人留

学生，日本人学生 に 対 して 援助 を求 め る と き に持 つ 主

観的な不安 を測定す る こ と に し た 。

　質問項目は ， Deane ＆ Chamberlain（1994＞，　 Kushner

＆ Sher （1989），　 Pipes　et 　al．（1985）及 び水野 ・石隈 （2000）

を参考 に ， 心理学系研究者 3名で ， 在日留学生 の 生活

及 び相談 の状況 を考慮 し検討 し た 。 水 野 ・石 隈 （2000 ）

で は 「イ メージ へ の 心配」，「汚名 へ の 心配」 は回答 の

分布の偏 りが あ る と判断 さ れ，「セ ラ ピ ス トの 呼応性 」

に 関す る項 目の み で 分析 さ れた。しか しなが ら， 留学

生 は汚名 に関連す る 心配 で来談 しない とい う指摘 もあ

る （松原，1998）、 こ の ような こ とか ら 「汚名 へ の 心配」

に 関わ る項 目も留学生 の援助不安を構成す る 因子 と し

て妥当で あ る と考え ， 「私が相談 し た ら ， 先生や そ の 周

囲の 人 か ら，　 「能力の 低 い 学生だ」と思われ るだろ う」

などの 項 目か ら構成 さ れ る 「汚名」3 項 目， 「留学生 の

問題を理解 し て くれ な い だ ろ う」， 「相談 し た こ と を解

決で き な い だ ろ う」な ど の 項目か ら構成 される 「呼応

性」 5 項 目， 計 8 項 目の 援助不安 尺度を 5種類の ヘ ル

パ ー
に対 して 作成した 。 作成された尺度項 目に つ い て ，

5 件法 （L 全 くあて は ま らな い く 1 点 〉 〜5．非 常 に よ くあて は ま

る 〈 5 点 〉 ）で 質 問 した 。 得点が 高 い ほ ど不安 が 高 い こ と

を示す。

4）　 自尊感情

　自尊感情 （self ・esteem ） は ，
　 Rosenberg （1965）の 自尊

感情尺度を星野 （1970＞が 翻訳 した もの を河村 〔1999＞が

改良 し た 尺度を使用 した 。
こ の 尺度は 「物事を人並 み

（人 と同 じくらい ）に は ， う ま くや れ る」，「自分は全 くだ

め な 人間 だ と思 うこ と が あ る （逆転 項 目〉」等 の 10項 目が

使用 され， 5件法 （1．全 くあ て は ま らな い く 1点〉〜5非常に

よ くあて は ま る 〈 5 点 〉 ）で質問さ れた 。 得点が 高い ほ ど 自

尊感情が 高 い こ と を示す 。

5）　基本的属性

　基本的属性 と して ， 性別 ， 年齢 ， E亅本に お け る滞在

期間， 日本語能力， 婚姻及び配偶者と の 同居の有無が

測定 され た 。 性別 は男性に 0 点，女性 に 1点を与えた

（平均値、451 ：標準偏差．499）。婚姻及 び配偶者 と の 同居の 有

無 に つ い て は ， 未婚 か 既婚 で も現 在配偶者 と同居して

い な い 留学生 に 0点 を与え ， 既婚で か つ 現在配偶者 と

同居 し て い る留学生 に 1点 を与えた （乎均 値269 ：標準偏

差．444）。年齢 は19歳 か ら46歳 まで の レ ン ジ を持 っ て い

た （平 均 値 28．335；標準 偏差 5、438）。 日本で の滞在期間は ，

1年未満を 1 点 と し ， 14点 （13年）ま で の レ ン ジ で あ っ

た （平均値 4．140 ：標準 偏差 2．670）。日本語能力 は 初級〜上

級の 5段階の 自己評定で 尋ねた （平 均値 3．926 ：標 準偏 差

．972）。 また ， 各ヘ ル パ ー
へ の被援助志向性得点及び各 ヘ

ル パ ーか らの ソー
シ ャ ル サ ポート得点 の 平均値と標準

偏差 は TABLE 　 3，4 の とお りで あ る。

結 果

　まず，援助不安 と自尊感情 の 尺度項 目 に つ い て検討

し た 結果 に つ い て 述 べ た い
。 各 ヘ ル パ ーに 対す る援助

不安尺度 の 「汚名 へ の 心配」に関わ る項目に つ い て は ，

多 くの 項 目で 「全 くあて は ま らな い 」， 「あま りあて は

ま らない 」 に80％以上 の 回答が集中し ， 回答の 分布 に

偏 りが ある と判断 さ れた 。 そ こで ，5項 目か らな る「呼

応性」 に 関す る項 目の み で 分析す る こ と と した。各 ヘ

ル パ ー
に 対 する呼応性 の 心配 に 関 わ る 項 目 に つ い て因

子分析 を行 っ た。そ の 結果 ， 各 ヘ ル パ ーと も に 1 因子

一 11 一
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TABLE 　3　各 ヘ ル パ ー ・領域 の 被援助志向性 の 平均値

　 　 　 　 （標準偏 差）

留牲 担当教官 日本諏 師 指導教官 同臥 欝 生 躰 人牲

学習・研究領域 2．51411、顯 量．器4〔12四） 3．6rr〔LI1＆13595 岨 21．：19 ．罰 Ill　ll鋤

齦鱗 2、76ヨ（1．i呂3〕 1．99石〔1∬ 12 ．1万鼠ω1ゆ 3．52囲 ，〔1刪 2．724〔112D

対爛 1纈 域 31511：1．三5〔1〕 2、716〔1254） 2耀 〔llき劼 30541、1娯5：1 ヨ．18ヨ〔1〔卵

注居・経済領域 3．1旺1 ｛1擱 2．lf飢1的5｝ 2，蹣 〔L．19幻 3、64611、剛 2．4臼1〔1．1591

肩緒馘 2．零三7〔1．254：1 量．19⊥〔1．II〕ヨ：1 跚 9．11蜘 3ε2U ．99β；12 ．712〔1．⊥3帥

TABLE 　4　 各 ヘ ル パ ー ・領域 の ソ
ー

シ ャ ル サポ
ー

トの

　　　　平均値 驃 準偏差 ）

隣 生担鐓 官 囗本語菰 指鯵 官 嗣 嬬 牲 日夲人牲

学卦 研究領域 2．〔ll2に．147〕 1．跚 〔1細 ｝ 27日7 （1細 2．韻 ［1、22甜 2．lll．〔1鵬〕

賺 領填 1405し801［：11 ．2膏91：跚 1．40N ．＄5512．蝿 11．kl） 1．弸 〔細

対、燗1纈 域 ］．71，4 ほ，啣 1，FO8〔蜘 1．925〔1．055〕 量．Fl5［1畑 2．105〔1．097｝

住居・繍 繍 1．呂o田 1．1〕匠・1：11 ．コ呂4 〔飆 ］．51〕3 〔1、鵬 〕 2．7δ3 〔1．馴 1．5〔12〔、SSI〕｝

清纐 域 1．矼51：．蜘 1．3四 〔翻 1繝 旧 り9〕 3、Ll7〔1．蜘 1螺 〔11171刀

構造が確認さ れ ，   留学生担当教官に対す る呼応性の

心配尺度 （5 項 目 ；a ＝．796），  日本語教 師 に 対 す る 呼応

性 の 心配尺度 （頓 臥 α
＝．80・O ，   指導教官 に 対 す る呼

応性の 心配尺度 （4項 fi；a ＝．856），   同国人留学生 に 対

す る呼応性の 心配尺度 （5項 目 ；α
＝．723），   日本人学生

に対す る呼応性の 心配尺度 （4項 目 ；α
＝．827）が作成 さ れ

た。各尺度 の 合計得 点 の 平均値 は，  留学 生担 当教官

bSll．262 鰾 準偏 差 ：3．678），   日本語教師が 9．763 （標 準

偏 差 ：3．102），   指導教官が9．778 （標 準偏差 ：．3’．353），  同

国人留学生 が 11．549 鰾 準偏 差 ；3．306），  日本人学生が

12．121鰾 準偏差 ：3．223）で あ っ た。各尺度 の 度数分布を

見る と ， 回答者の 3人 に 1人 は ニ ュ
ー トラ ル 以上 の 不

安で ある 1項目あた り2．5点以上 の数値を示 し，こ の 尺

度 を使 う積極的な意味が 認 め られ た と判 断 し た。

　 IO項 目の 自尊感情尺度 を因子分析で検討 した結果 ，

2 因子 が抽出さ れ た が ， 「私は 自分に満足して い る」と

「自分に は満足で き る と こ ろ が あま りない 」の 2項 目は

両因子 に
一

定負荷 を示 したため，削除 し， 8項 目で 再

び因子分析 を実施 した。そ の 結果 ，
2 因子 が抽出 され ，

第 1 因子 を
“
積極的 自尊感情因子 （α

＝．728｝
”

， 第 2 因子

を
“
消極的自尊感情因子 （α ＝，72η

”
と命名し た 。

　各領域 の 被援助志向性に 関連 の ある変数を抽出す る

こ と を目的 に 5 つ の ヘ ル パ ー， 5 つ の 領域 毎 に 重 回帰

分析 を実施 した。独立変数 は． 性差 ， 年齢 ， 日本 で の

滞在期 間 ， 婚姻及 び配偶者 と の 同居の有無 ， H 本語 能

力 ， 自尊感情 ， 各ヘ ル パ ー
へ の呼応性へ の 心配 ， 各領

域の ヘ ル パ ーか らの サ ポート ， 従属変数は各ヘ ル パ ー
，

各領域 に 対 す る被援助志向性 で あ っ た 。

　 こ の 独立変数 は 過去 の 研究 に お い て被援助志向性 と

の 関連が確認 され て い る の で 変数 の 投入 は同時 に 行 っ

た 。 な お ， 自尊感情尺度 は第
一

因子 と第二 因子 の相関

が高 く， 多重共線性が 疑 わ れ た。そ こ で ， 服部 ・海保

（1996）に ならい ， 第
一

囚子 と第二 囚子 の 項 目を合計 し た

得点 を算出し，独立 変数に 投入 した 。自尊感情尺度は

尺度全 体で も
一

定の 内的整合性 （α
＝、772）が認 め られ

た。尺度の合計得点の平均値は 31．665 （標準偏 差 ：4．490）

で あ っ た。

　重 回帰分析の 説明率 （Rり はい ずれ も有意 で あ り，

9．3％〜43．2％ の 範囲で投入 した独立 変数 で 従属変数

を説明 で き る こ とが わ か っ た 。 こ こで は そ の 結果 をヘ

ル パ ー毎に 検討 して い く （TABLE 　5〜9 参照）。

1． 留学生担当教 官　学習 ・研究 ， 健康 ， 対人 関係 ，

情緒領域は ， 被援助志向性 と 呼応性へ の 心配は負の 関

連，サ ポ ー
トの 量 と は 正 の 関連 を示 した 。住居 ・経済

領域 に つ い て は ， 被援助志向性 と 日本語能力 ， 呼応性

へ の 心配が負の関連，サ ポートの 量 と は 正 の 関連 を示

し た 。

TABI、E　5　 留学生担当教官へ の被援助志 向性を従属変

　　　　数と した 重回帰分析 に お け る各独立変数の 標

　　　　準偏回帰係数

独立変数 学習・研突 健康 対人関係 住居・経済 情緒

讎 一〇29066 ，幗7 一川 4022

年齢 ．025 ．066 ，100 、092 ．153

滞在期間 ．065 一，胛o 一．oo9 一、054 一，胴

配賭 との同赳
一．072 ，038 一．055 一，110 一，oo5

ヨ本語能力
一．1囲 ，oo3 一

』50 一．133掌 一，062

自轗
．
「青 、020 ．030 』78 』25 ，oo蓬

吼邑牲へ の心配 一，172紹 一，1呂『零 一232翻 一，1呂4綜 一，179甜

留学生羣当教官

からのサポート
、417紳 ，220林 298榊 、跚 紳 ，4L7桝

説明率〔R2〕 ．239紳 D93林 ．176躰 ．［91艸 ．237腰

注〉
’」
p〈，05　 ＊ ＊

p〈，01

TABLE 　6　 日本語教師へ の被援助志向性を従属変数 と

　　　　 した重 同帰分析 に お ける各独立変数 の 標準偏

　　　　回帰係数

独立変数 学習・研究 健康 対人闘係 住居・経済 黼

性差 ．賍呂 ユ99榊 ．097 』24 、071

年齢 』52 ユD9 ，四2 』53 ．o呂4

滞在期間 ．Oき1 、027 』65 』聡 ．070

配偶者との同居
一
』64 一，046　 　

−．  9 ．039039

日本論 肋
一．169榊 一．鰍 　　 　

一
』72 一．07壬 一．1ia

自尊感情 ．日19 一．032　　 　 ．047 ．066 一．016

呼応性へ の心配
一22呂榔 一．25〔〕鰡 　　

一2埀9桝 一．151ホ 一．221榊

日糒 教師からの

　　サ：ド
ー

ト
．36了梓 25睥 ．330囲 ．292稗 、35野

説明率（Rり ．249榊 ユ9轡 ．21呂糾 ．129榊 ．2D9枇

注）
睾

P 〈．05　
＊ ＊

Pく．Q工
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TABLE 　7　 指導教官へ の被援助志向性を従属変数 と し

　　　　た重回帰分析に お け る各独立変数の標準偏圏

　　　　帰係数

独立変数 学習・研究 鱇 対人関係 鷹 ・経済 情緒

．1生差 ．06‘ ．osδ 』呂8 ．ooo ，oユ1

年齢 ，143 、090 ．鵬 ．1565 ，1貨

滞在期問 ．1蹴 　［ ．01〕〜 、嘲 ．15『　　、剛．
配偶翫 の離 ．114i ．OL3

、旧τ1…　 」｝5う．1げ、h酌WU冒」内
　 ．094 ．脚 ，D25

口本語能力
一．13s・ 1 −．025
　 　 　 　 1

一．  17 一
〇8了 一．1〜野

目尊感情 ．116・
旨

．⊂182　　　　． ．05111 〕48 一．D］臼

呼唾 へ の心配 、167略　 　 ．132‘ ．17S継 1455 、2ユ7秘

指轍 宵からの

　 サポート
．312畔1 ．4η“
　　　　ヨ

．4 o躰 ．425罅 、4ユ7柊

説明率（Rり ．23野 ； ．284岫
　 　 　 　 1 ．24s躰 ．271肪 ，40軒

注）  ）＜．05　
t ＊
Pく．〔｝工

TABLE 　8　 同国人留学生 へ の被援助志向性を従属変数

　　　　と した重回帰分析 に お ける各独立変数 の 標準

　　　　偏回帰係数

　　揃 変数1 韜 ・研究 健康 対人関係 裾 ・経済 儲

性差 ．052 ，鋤 ，じ日1 ．11s ．幗

縣 ．lls ．125 ．ユ19 ．116 ．118

滞在期間 ．ozo ，035 ，019 、Olo ，o呂8

配偶者ヒの同居
一．t［了2 一，⊥5BF 一，Ol5 一

一）謁
一．11）1

口本語能力
一．062 一．097 一．D58  ：ll 一．053

自尊感情 ．ll野 ．1F9穿牢 一．D27 ．断 ．膕

呼応生へ の心配 ．079 ．139ま ，077 、119寧 ．214叫

同国人留学生から

　 のサポ
ー

ト
．49轡 ．335罅 ．551穐 517緋 ．534嬲

説明率  ．2呂5糒 ．210弼 ，繖 怫 3〔｝肝＊ ．輔赫

注）
＊
pく，05　

＊・
p＜．01

TAIILE　9　 日本人学生へ の被援助志 向性を従属変数 と

　　　　した重回帰分析に お け る各独立変数 の標準偏

　　　　回帰係数

独立変数 学習・研究 漣康 対人関係 住秘 経済 黼

樵差 ，047 ，127宅 ，123 ．ooε ，期 卜

年齢 ．029 ，20P＃ ，D32 ．lo5 ，099

滞在期間 ．063 一，o囎 一
』ll

一．OOl ，じ27

配偶者との同居 一，07S 一．15r 一、027 一昭o 一．oo9

日本語能力 、鵬 ．OCIl ．憾9 ．041 、022

自尊感情 ．047 ．023 一
』2呂 一

〇50 ．鵬

呼．応性へ の心配 152舮 、12呂窒 22磐 一．249舛 一188鱈

目本人学生からの

　　サポート
．5『o零お 、36野 ，34呂豚 ，365躰 ．57轡

説明率〔R2｝ 21｝o榊 ．1Sア叫 ．241舘 ．227將 ．重32認

注）
’
p〈、 5　

s ＊
p〈，01

2．　 日本語教師　学習 ・研究領域 は ， 被援助志向性 と

日本語能力 ， 呼応性へ の 心配が負の関運 ， サ ポートの

量 は 正 の 関連を示 した 。 健康領域 に つ い て は，被援助

志向性 と性差 の 関連 が 確認 さ れ，女性 の 被援助志向性

得点が 高か っ た 。 他 の 変数 で は，被援助 志向性 と呼応

性 へ の 心配が 負の 関速，サ ポー
トの 量 は 正 の 関連を示

した。対人関係 ， 住居 ・経済 ， 情緒領域 に つ い て は ，

被援助志向性 と呼応性へ の心配が負の 関連 ， サ ポート

の量は 正 の 闘連を示 し た 。

3． 指導教官　学習 ・研究領域 は
， 被援助志 向性と滞

在期 間 ， 自尊 感情 ， サ ポートの 景が正 の関連 ， 日本語

能力 ， 呼応性 へ の 心配が負の 関連 を示 した 。 健康 ， 対

人 関係領域に つ い て は ， 被援助志 向性 とサ ポ ー
トの 量

が 正 の関連，呼応性 へ の 心配 が 負 の 関連 を示 した。住

居 ・経済領域 に っ い て は ， 被援助志 向性 と呼応性 へ の

心配が負の 関連， 年齢 ， サ ポー
トの量が 正 の 関連 を示

し た。情緒領域に つ い て は，被援助志 向性 と 年齢 ，滞

在期間， サ ポー トの 量 が 正 の 関連 ， 日本語能力 ， 呼応

性 へ の 心配が負の関連を 示 し た ．

4． 同国人留学生　学習 ・研 究領域 に つ い て は
， 被援

助 志向性 と自尊感情 ， サポー トの 量 が正 の関連 を示 し

た 。 健康領域 に つ い て は ， 被援助志 向性 と配偶者と の

同居が関連を示 し ， 未婚か 既婚で も配偶者 と 同居 して

い な い 留学生 の被援助志 向性得点が 高 か っ た。他 の 変

数 で は，被援 助志向性 と 自尊感情 ， サ ポー トの 量が正

の 関連 ， 呼応性へ の 心配が負の 関連 を示 した 。 対人関

係領域で は，被援助志向性 とサ ポ ー
トの 量 の みが 正 の

関連 を示 し
， 他の 変数 と の 関連 は 見 られなか っ た

。 住

居 ・経済 ， 情緒領域 に つ い て は援助 志向性 と呼応性 へ

の 心 配 が負 の 関連 ， サ ポー トの 量 は正 の 関連を 示 し た。

5．　日本人学生　学習 ・研究，住居 ・経済領 域 で は ，

被援助志向性 と呼応性へ の 心配が負の相関 ， サ ポー ト

の 量 は 正 の 関連を示 し た 。 健康領域に つ い て は ， 性差

との 関連が 確認 さ れ ， 女性 の被援 助志向性 得点 が 高

か っ た。また，配偶者 と の 同居 も関連を示 し，未婚 か

既婚で も配偶者と同居 して い な い 留学生 の被援助志向

性得点が高か っ た 。 他の変数で は，被援助志向性 と年

齢 ，
サ ポートの 量 が 正 の 関連 ， 呼応性 へ の 心配 が 負の

関連 を示 した。対人関係領域 に つ い て は ， 性差 との 関

連 が 確認 さ れ ， 女性の被援助志向性得点が 高か っ た 。

他の変数で は ， 呼応性へ の 心配が負 の 関連 ， サ ポ ー
ト

の 量 は 正 の 関連を示 した。情緒領域 に つ い て は ， 性差

と の 関連 が 確 認さ れ ， 女性で あ る こ と が被援助志向性

と関連があ っ た 。 他の独立変数で は ， 呼応性へ の 心配

が負の 関連 ， サ ポートの 量 は正 の 関連を 示 した ．

考 察

　援助不安尺度に つ い て は，「汚名」に 関わ る 項 目 は 回

答 の 分布に偏 りが認 め られ た た め ， 採用 さ れ な か っ た 。

こ の こ とは ， 留学生 の援助不安 に は ヘ ル パ ー
の 呼応性
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に関す る項 目の み が 関連し て い る可能性を 示す もの で

あ る。こ れ は，留学生の 相談 に は 問題解決 的な もの が

多い こ と と の関連 が 推測 さ れ る 。 しか し， 援助不安 は

被援助志向性 と関連す る変数 と し て 重要な変数で ある

の で ， 今後は ， 援助不安 だ け を重 点的 に 検討す る必 要

が ある。

　 5 つ の ヘ ル パ ー
へ の 被援助 志向性得点 を従属変数 に

した 重回帰分析の 結果 ， 同国人留学生の
一

部の領域を

除 き，被援助志向性 と呼応性 へ の 心配，ソ
ー

シ ャ ル サ

ポー ト と の 関連が 認 め られ た。呼応性 へ の 心配 の 標 準

偏回帰係数は
一．119か ら

一．249と幅が あ っ た 。 ソーシ ャ

ル サ ポート は，留学生担当教官の 健康，対人闘係領域，

日本語教師 の 健康 ， 住居。経済領域 を除 い て
，
．3以上 の

標準偏回帰係数が認 め られ ， サ ポートの 量 の 方が ， 予

測力 が 高い こ とが 示 唆 さ れ た 。 この こ と は，まず ， ソー

シ ャ ル サ ポ ー
トを積極的 に 供絵 し，次 に 呼応性へ の 心

配 を低 くす る介入 で ， 被援助 志向性 を高め られ る可 能

性 を示す もの で ある 。
こ の 2 つ の 変数以外で 各 ヘ ル

パ ーの被援助志向性に関連の あっ た変数の標準偏回帰

係数は す べ て ，．3以下で あ る。そ の 関連は，限定的で あ

る こ とを こ こ で 指摘 した上 で ， 以下に考察 した い
。

　  専門的ヘ ル パ ーで あ る留学生担当教官の住居 ・経

済領域で は ， 日本語能力 の 低 い 留学生 の 被援助志向性

得点が高か っ た。日本語能力 が低 い 留学生 は ， 住居 や

ア ル バ イ トの情報を自分 で 入 手 す る こ と は困難だ と感

じて い る の で ， 留学生担当教官に援助を求め る の か も

知れ な い 。

　  役割的 ヘ ル パ ーで あ る 日本語教師の 学習 ・研究領

域 で は ， 日本語能力の低い 留学生 の被援助志向性得点

が高か っ た 。 これ は本人の 援助 ニ
ーズの 高さ を反映 し

てい る と言 える。

　  役割的 ヘ ル パ ー
で あ る指 導教官の学習 ・研究領域

で は ， 滞在期間 の 長 い 留学生 ， 日本語能力 が 低 い 留学

生 ， 自尊感情 の高 い 留学生 の 被援助志 向性得点が 高

か っ た 。滞在期間 の 長い 留学生は，指導教官と の 人 間

関係 が 深 まっ て い る の で ， 援助 を求めや す い の で は な

い か と考え ら れ る 。 日本語能力が低 い 留学生 は，学習

や 研究で の 具体的な サ ポートの 必 要 性 が あ り ， そ れ が

高 い 被援助志向性に つ な が っ て い る 可能性 が あ る 。 自

尊感情 と被援助志 向性は 正 の 関連を示 し，傷つ き やす

さ 仮説 を支持 した。指導教官 に
， 勉強 の こ とで 援助 を

求 め る の は ， 自尊感情の 低 い 留学生 に とっ て は脅威的

で ある の か も知れ な い 。

　  ボ ラ ン テ ィ ア ヘ ル パ ーで あ る 同 国人留学生 の 学

習 ・研究 ， 対人関係領域で は呼応性へ の心配 との 関連

は認 め られず，サ ポー
トの 量 の み と正 の 関連が 認 め ら

れた。勉強や 日本人 と の 対人 関係 の 問題 は，留学生 で

あれ ば誰 もが 同じよ うな経験 をす る の で ， 相談相手の

呼応性が 気に な ら な い の で あろ うか 。 ま た ， 学習
・研

究領域で は，自尊感情 の 高 い 留学 生 の 被援助志向性 得

点が 高 く，傷 つ きや すさ仮説 を支持 した。勉強 の 問題

で 同国人留学生 に援助 を求 め る こ とは ， 自尊感情の 低

い 留学生に と っ て は ， 脅威的で ある可能性が ある 。 社

会心理 学 の 援助要請 の 研究 に お い て も，類似性 の 高 い

他者 に 援助 を求 め る こ と は ， 援助 を求 め た相手 よ り 自

分が劣 っ て い る こ と を自ら認め る こ と に な る の で ， 自

己 へ の 大 き な脅威 と な る と い う指摘 が あ る 哂 川，

1998＞
。 今後は こ うした観点か らも検討 さ れ る べ きで あ

る 。

　
一

方 で ，健康領域 で は
， 未婚 か 既婚 で も配偶者 と同

居 を して い な い 留学生，自尊感情 の 高 い 留学生 の 被援

助志 向性得点が高か っ た。未婚か 既婚で も配偶者 と同

居を し て い な い 留学生 は ， 健康面で の道具的サ ポ ート

を提供す る人 が い な い の で，同国人留学 生へ の被援助

志 向性 得点 が 高 くな っ た と 想像 で き る。ま た ，
こ こ で

も自尊感情と被援助志 向性は 正 の関連が確認さ れ ， 傷

っ きや す さ仮説 を支持 し た。しか し，こ の 領域は，健

康領域 の 情報提供 が 中心的 な 援助 で あ る の で
，

こ の 領

域 の 援助 の どの部分 が ， 自尊感情の 低 い 留学生 に 対 し

て脅威的に な っ た の か は ， 考察す る材料を持た な い
。

今後 の 課題と し た い 。

　  ボ ラ ン テ ィ ア ヘ ル パ ー
で ある口本人 学生 で は，健

康 ， 対人関係 ， 情緒領域で 女性 の 被援助志向性得点が

高か っ た 。 こ の結果は従来の被援助志向性の結果を支

持す る もの で あ っ た （水 野 ・石 隈，ユ999）。

　以上 ，
ヘ ル パ ー毎に関連 する変数を考察して み た 。

役割的ヘ ル パ ーで あ る指導教官や 日本語教師の
一

部の

領域 で は滞在期間や 日本語能力 と被援助志向性 の 関連

が 認 め られ た 。 滞在期間 が 長 い 留学生 の 被援助志 向性

が 高 か っ た の は，ヘ ル パ ーと留学生の 人 問関係の 深 ま

りを意味し ， H本語能力が低 い 留学生 の被援助志 向性

が 高か っ た の は，留学生 自身の援助ニ
ーズ の高さ を意

味 し て い る 。 こ の 結果 は ， 被援助 志 向性 に は ，
ヘ ル パ ー

と の 人間関係 に よ る援助 の 求 め 易 さ や被援助者 の 援助

ニ
ーズ に 関す る変数 が関連 し て い る可能性を示す もの

で あ る 。 本研究 は個人 の特性に関す る変 数を検討 した

もの で あ っ たが ，
こ うした援助者 と被援助者の 人間関

係 の質や援助 ニ ーズ と い っ た状況的要因に つ い て も検

討す る 必要性 を示 す も の で あ る 。

　 ま た ， 各ヘ ル パ ーに対す る被援助志向性に 関す る重
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回帰 分 析 の 独 立 変 数 の 説 明 率 （R2） は 各 領 域 と も

に ．093〜．432と幅があ っ た 。
こ れ は ，

ヘ ル パ ーや領域

に よ っ て ， 被援助志向性の構造が 異 な る こ と を意味す

る 。 今後 は ， 被援助志向性の 構造をヘ ル パ ー，領域毎

に ，細か く検討 す る 必要 が あ る。

　次 に ，
こ の研究の 基礎 に な っ た 水野・石隈 （2000） の

研究 と今回の 調査結果を比較 し て み た い 。水野 。石隈

（2000 ）の 研究 に お い て も，

一
部 の 領域 を除 い て ソーシ ャ

ル サポ
ー

トと呼応性へ の 心配が被援助 志向性 と関連し

て い た。 こ の 結果 は ，
こ の 2 つ の 変数が ，

ヘ ル パ ーや

領域を越え て ， 援助 を求める時 に 関連の ある変数 とし

て考える こ とが で きる。

　最後に ， 留学生 を援助す る に は どの よ うな点に留意

す れ ば良い の か 考え て み た い 。 まず，   被援助志向性

を高め る こ と を意識し た援助方法の 開発 の 必要性が あ

る。一
部 の 例外 を除 い て ， 被援助志 向性に は ソーシ ャ

ル サポートとヘ ル パ ーの呼応性へ の 心配が関連して い

た 。 留学生 の 被援助志向性を高め る た め に は ， サ ポ ー

トを供給す る試み と同時 に ， 呼応性に も配慮す る必要

が あ る。こ の 例 と して ， 留学生 の 入学時 の オ リエ ン テ ー

シ ョ ン で ， 留学生 を取 り巻 く援助資源 に つ い て ガ イダ

ン ス す る こ と な ど が考え られ る。

　 し か し，ソー
シ ャ ル サ ポートと被援助志向性の 関連

は循環的 で あ る 。 サポー トを受けた留学生が被援助志

向性を高 め ， それが留学生 自身の サ ポート利用 を促進

し ， 更 に 高い 被援助志向性 へ と結 び つ く。 逆 に ，被援

助志向性の 低 い 留学生はサ ポー
トを得 る こ とが で きな

い の で ，被援助志 向性 を高 め る機会が な い 。

　 こ の ように考 え る と ， 被援助志向性を高め る こ と を

意識 した 援助方法だけで な く，  各個人 の 被援助志 向

性 を尊重 し た 援助 方法 も開発 さ れ る べ き で あ る。調査

結果 で は ， 留学生 の被援助 志向性は ヘ ル パ ーや領域に

よ っ て異な っ て い た 。 これ は ，
ヘ ル パ ーや領域 に よ り

留学生の 相談 の 持ち込み方 が 異 なる こ とを示 して い る 。

留学生が持 っ て い る被援助 志向性 の 特徴 を積極的 に 活

用 し， そ れ ぞ れ の ヘ ル パ ーが 自分の得意分野 を 生 か し

なが ら援助 を行 う体制づ くりが不可欠で ある 。 そ の例

として ， 指導教官に学習 ・研究面で 援助 を求め る こ と

に脅威を感 じる留学生 が，学習面 で相談 に乗 れ る留学

生担当教官 に 相談 で きるような シ ス テ ム を作 る こ とが

考えられ る。

今後の 課題

本研究の課題 と し て，以下 の 3 点 を指摘 した い 。

  こ の研究で 実施 し た質問紙調査で は，39．2％ の 留

学生 が 回答 し な か っ た り， 回答し て も無効回答 で あ っ

た。質問紙を回答 し なか っ た留学生 の 動 向 そ の も の が ，

被援助志向性 と関運 して い る可能性が あ る の で ， 調査

結果 も限定的に 捉え られ なけれ ば な ら な い 。

　次 に ，   自尊感情 と被援助志向性 の 関連 に つ い て は
，

社会心理学 に お い て は，自尊感情 の 高 い 人が援助 を求

めな い 認知的
一

貫性仮説が支持 され る こ とが 多い と の

指摘が あ る （Nacller，　1998）。 今回 の調査で ， なぜ傷 つ き

や す さ仮説が支持さ れ た の か に つ い て ，自尊感情 と被

援助志向性 の 関連 に 絞 っ て
， 検討す る必 要 が あ る 。

　最後 に，  今回 の 調査 は ， 中国 ， 台湾 ， 韓国 の留学

生 を対象に実施 した調査 で あ っ た 。 今後 は こ れ以外の

国や 地域出身 の 留学生の 被援助志向性 に も注 目 し調査

し，被援助志向性 の構造 を明 らか に して い く必要が あ

る。

引 用 文 献

Deane
，
　F．P，

， ＆ Chamberlain，　K ， 1994　Treatlnent

　　fearfuIness　and 　distress　as 　predictors　of　profes・

　　sional 　 psychological　 help−seeking ．　 British

　　／ournal げ Guidance　and 　COttnse！ing，22，207−

　　 217．

Fischer，　ED ，，＆ Farina，　A ．　 1995　Attitude　toward

　　seeking 　professional　psycho正  gical　help　；　A

　　 shortened 　form　and 　considerations 　for　research ．

　　／Otmml （ゾ Co　l／ege 　Student　DeveloPment，36，368

　 　
− 373．

Goodman ，　S．H ．
，
　Sewell

，
　D ，R ．

，
＆ Jampol，　R℃． 1984

　　0n 　going 　to　the　counselor ：Contributions　of　life

　　stress 　and 　social 　supPorts 　to　the　decision　to

　　seek 　psychological 　c 〔｝unseling ．　lournal　Of
　　Counselin8　PsychologJ，

，
31，306−−313．

Gross
，
　A ．E

，
　Fisher

，
　J．D ．，　Nadler，　A ．，　Stielitz，　E ．，＆

　　Craig，　C．　1979　1nitiating　contact 　with 　a

　　 women
’
s　counseling 　service ：Solne　correlates 　of

　　help−utilization ．・／ournal 　Of　Community　Psy・

　　 ci2010gy ，7，42− 49．

Halgin，　RP ．，　Weaver，　D ．D．，　Edell，　W ．D ．，＆ Spencer，

　　P．G．　1987　Relation　of　depressi〔〕n 　arld　help−

　　seeking 　 history　 to　 attitudes 　 toward 　 seeking

　　professional　psychological　help．　丿bz〃 π α J　Of
　　 Counse！ing　PspacliologJ，，34，177− 185 ，

服部　環
・海保博 之　1996 予測 ・説 明 す る　 Q ＆ A

　　心理データ解析　福村出版　 14ユ．

星野 命 1970 感情の 心理 と教育（二 〉 児童心理 ，

15

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

144 教 育 心 理 学 研 究 第 49巻 第 2号

　　 24，1445
− 1477．

石隈利紀　1996 学校心理学に基づ く学校カ ウ ン セ リ

　　 ン グ と は　カ ウ ン セ リ ン グ 研 究 ，
29

，
226− 329．

河村茂雄　 1999 生徒 の 援助 ニ ーズ を把握す るため の

　　R 度 の 開発（D一学校生活満足 度尺度（中学生用〉の

　　作成一カ ウ ン セ リン グ研究 32
，
274− 282．

Kushner，　M ．G ．，＆ Sher
，
　KJ ． 1989　Fear　Qf　psycho ・

　　legical　treatment 　and 　its　relation 　to　I皿 ental

　　health　service 　avoidance ．　Professional　pSychol−

　　 ogy ’ Research　and 　Practice，20，251− 257．

Leaf
，
　PJ ．

，
　Bruce

，
　M ．L．

，
　Tischler

，
　G ．L．，＆ Holzer，　C．

　　E．，IH　l987　 The 　 relationship 　between　demo−

　　graphic　 factors　 and 　attitudes 　 tGward 　 mental

　　health　services ，　IO％mal 　（〜f　Com 彫 unity 　PS“7−

　　 cholog ．y ，
15

，
275− 284．

松原達哉　1998 異文化 目本 で 学ぶ 留学生 の カ ル

　　チ ャ
ーシ ョ ッ ク　井上孝代編　多文化時代の カ ウ

　　ン セ リン グ　現在の エ ス プ リ，
377

，
148− 155、

松原達哉 ・石隈利紀　 1993　外国人留学生相談の実態

　　カ ウ ン セ リン グ研究，26，146一ユ55．

水野治久 ・
石隈利紀　 1999　被援助 志向性，被援助行

　　動 に 関す る研究 の 動向　教育 心理学研究，47，530

　 　
−− 539．

水野治久 ・
石隈利紀　200 　アジア 系留学生の専門的

　　ヘ ル パ ーに対す る被援助志向性 と社会 ・心理学的

　　変数 の 関連　教育心理学研究，48，165
− 173．

文部省学術国際局留学生課　1999 我が国の留学生制

　　度の 概要　受入れ及 び派遣．

Nadler，　A ．　 1998　Relationship，　 esteem ，　 arld

　　achievement 　Pe 「sPectives 　Qn 　autonomous 　and

　　dependent　help　seeking 、　 In　S．A ，　 Karabenick

　　（Ed．），　 Strategie　help　 seeking
’

： ImPlications　for
　　 gearning　and 　teaching．　 Mahwah ，　NJ ：Lawren−

　　 ce 　Erlbaum 　Associates ，　Inc．　 Pp ．61− 93、

西川正之　1998 援助研究の広が り　 松井　豊 ・浦光

　　博　対入行動学研究 シ リーズ 7 人 を支 え る 心 の

　　科学　誠信書房　Pp，115− 148．

Phillips
，
　 M ．A ．

，
＆ Murrell

，
　 S．A ． 19941mpact 　of

　　psychological 　and 　physical　health，　stressful

　　 events ，　and 　social 　supPort 　orl　subsequent 　niental

　　health　heip　seeking 　among 　older 　adults．　fOzar−

　　 nal 　Of　ConSbllting　and 　Cginical　P．sychology，62，

　 　 270− 275 ．

Pipes，　 RB ．，　 Schwarz，　 R ，＆　Crouch
，
　 P， 1985

　　Measuring　client 　fears．ノ伽 ’
ηα 〜Of　Consulting

　　 and 　Cginical　Ps“」chology ，53，933
− 934．

Rickwood ，　D ．J．＆ Braithwaite，　 V ．A ．1994　Social

　　psychological　factors　affecting 　he王p−seeking 　for

　　 emotional 　problems ．　 Social　Sc：ience　and 　Medi −

　　 cine ，39，563− 572．

Rosenberg，　 M ． 1965　 So6泌 ，　 and 　 the　 ario　lescent

　　 self 　image．　 Princeton，　NJ ： Princeton　Univer−

　　sity　Pres＄．

Tijhuis，　 M ．A．，　Peters，　L．，＆ Foets，　M ． 1990　 An

　　orientation 　toward 　help−seeking 　for　emotionaI

　　problems．　Soeiag　Scierece　and 　Medicine，31，g89

　　
− 995．

浦光　博　1999　ソーシ ャ ル ・サ ポー ト　 中島義明
・

　　安藤清志 ・
小安増生 ・

坂野雄二 ・繁桝算男
・
立花

　　政夫 ・箱田祐司　編　心理学辞典　有斐閣　541．

謝 辞

　調査票 に 回答頂 きま し た留学生 の 皆様 に 感謝 い た し

ます 。 また ， 調査 に ご協力頂 い た ， 奥田沙織先生 ， 秋

庭裕子先生 ， 高野靖子先生 ， 西 田弘次先生 ， 栗 田玲子

先生 ，田 所真生 子先生 に 感謝致 し ます。

　本研究 に 際 しまして
， 筑波大学心理学系助教授藤生

英行先生，岩手大学教育学部助教授河村茂雄 先生 より

貴重 な助言を頂き ま し た 。
こ こ に記 し て感謝致し ま す 。

　　　　　　　　　　　　（2000．5．8 受稿，12．14受理）

一 16 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

JapaneseAssociation  of  Educational  Psychology

lkew  ･ Ziwa : 7  ti 7Xea\glOAL]V,e-  eL- Stt  4 taeedemsFk]･[S t 1!i/A. ･ Jasve7SJntwa)  ee{ 145

     Sociological and  Psychological Factors Relating to Preferences

    Among  Heip Providers of Asian International Students in JaPan
                  Hl{RtUfi}IA thZ(,7L･,O (Fl4CUI.7･V Ofi･ LA "t H)IVTESC,LEL4SHJ C?]VtUEI?SIT}V flAD

   71)srnptvRl IsulKuvaA CI,NsvTv'u7E ol' tsvcHof.oc;li, (,ijL,nERsuT]' oF 1is!,iKoB4) ta1iwlsE jobveAxL oF Edi)btAmoMIL Asl℃HoJ.oGx 2001, 4Sl J37-j45

  The  purpose  of  the present  research  was  to investigate the effects  of sociological  and  psycholeg{cal factors
on  international students'  preferences  among  help providers. 5 types of helpers were  compared:interna-

tional student  advisors  (professional helpers), Japanese language  teachers  and  academic  advisors  (role
helpers), and  students  from the same  country  as  the respondent  and  Japanese students  (volunteer helpers).
For each  type of  helper, the Asian stuclents  were  asked  about  academic,  health, interpersonal, daily life and
financial, and  emotional  issues. Questionnaires completed  by Chinese, Taiwanese, and  Korean  interna-

tional students  studying  in Japan resulted  in 257 usab]e  responses.  The  results  showed  that concerns  about

helper responsiveness  were  negatively  related  to preferences  among  helpers, whereas  experience  with  actual

supports  were  positively related  to preferences. SelE-esteem was  positively related  to preferences among

help providers, and  other  variables  such  as  gender and  Japanese Ianguage ability  were  a]so  related  to

preferences. The  implications of  these results  for providing help for international students  were  discussed.

   Key  VLrords : preferences  among  help providers, helpers, helper responsiveness,  self-esteem,  international

students  in Japan
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